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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第50期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
累計期間

第50期
第３四半期連結
会計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

第50期

会計期間

自  平成21年
    ３月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
    ３月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成21年
    ９月１日
至  平成21年
    11月30日

自  平成22年
    ９月１日
至  平成22年
    11月30日

自  平成21年
    ３月１日
至  平成22年
    ２月28日

売上高 (千円) 32,214,98230,426,65510,287,97910,020,17542,216,762

経常利益 (千円) 295,449 162,187 77,091 29,727 386,852

四半期(当期)純利益 (千円) 155,194 71,004 36,583 10,928 167,505

純資産額 (千円) ― ― 2,593,0482,637,4842,596,482

総資産額 (千円) ― ― 22,009,58921,846,31121,024,604

１株当たり純資産額 (円) ― ― 309.59 316.31 311.30

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 18.51 8.51 4.37 1.31 19.98

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 11.8 12.1 12.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △95,634△233,502 ― ― 721,277

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △215,298△624,244 ― ― 185,955

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 462,9311,051,436 ― ― △940,573

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,161,4591,169,810976,120

従業員数 (名) ― ― 633 607 626

(注) 　1.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

　　　 2.売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　 3.潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関連会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 607(1,180)

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数(パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含む。)は（　）内に当第３四

半期連結会計期間の平均人数を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年11月30日現在

従業員数(名) 566(1,061)

(注)  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数(パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含む。)は（　）内に当第３四

半期会計期間の平均人数を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 販売実績
　

区分

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

販売高(千円) 前年同四半期比(％)

小売事業 　 　

青果 1,222,207 106.5

精肉 988,662 96.2

海産物 793,671 96.0

デイリー 1,792,624 95.8

惣菜 952,950 100.8

加工食品 3,233,307 96.7

日用雑貨 826,115 96.8

その他 136,769 85.5

小計 9,946,307 97.8

その他 　 　

レストラン 73,868 75.1

ファストフード ─ 0.0

小計 73,868 64.7

合計 10,020,175 97.4

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３  ファストフードは子会社㈱セラが営んでおりましたが、同社は平成22年２月25日をもって解散、営業を終了
し、平成22年６月24日をもって清算結了しております。

　
(2) 仕入実績

　

区分

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日
至　平成22年11月30日)

仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

小売事業 　 　

青果 978,377 110.0

精肉 660,974 96.7

海産物 562,812 96.2

デイリー 1,171,815 97.3

惣菜 476,673 100.0

加工食品 2,685,935 94.9

日用雑貨 701,994 100.5

その他 100,677 84.4

小計 7,339,262 98.0

その他 　 　

レストラン 24,343 72.7

ファストフード ─ 0.0

小計 24,343 62.0

合計 7,363,605 97.8

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３  ファストフードは子会社㈱セラが営んでおりましたが、同社は平成22年２月25日をもって解散、営業を終了
し、平成22年６月24日をもって清算結了しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が

判断したものであります。　

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国市場の需要拡大による企業収益の持ち直しや、

政府の経済対策も一定の効果はあったものの、雇用や所得環境は依然と厳しく、個人消費は低調に推移いた

しました。

スーパーマーケット業界におきましても、顧客の節約志向が強く一点単価の低下傾向が続くなか、この夏

の猛暑による盛夏商品の販売の好調、たばこの値上がり前の駆け込みなどスポット的需要はあったものの、

業種・業態を超えた競争はさらに激しくなっており、従来に引き続き厳しい状況下にあります。

このような情勢のもと、当社グループは顧客の消費動向の変化に対応すべく、顧客の低価格志向への対応

だけでなく、健康とおいしさや品質志向の基本政策のもとに季節の旬の商品や当社プライベートブランド

をはじめ独自企画商品の拡充や強化を行い、顧客にとってわかりやすい販売形態や訴求方法に工夫をして

まいりました。一方、費用面では、提案改善制度による業務改善、パート社員の戦力化による人時効率の向

上、電気使用料の平準化や低減による光熱費削減等を行ってまいりました。

また、外食事業の和食店「円居」２店舗（高松市、徳島市）を10月末から11月にかけて閉店いたしまし

た。

このような取り組みの結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は100億２千万円(前年同期比

2.6％減)、営業利益は93百万円(前年同期比39.8％減)、経常利益は29百万円(前年同期比61.4％減)、四半期

純利益は１千万円(前年同期比70.1％減)となりました。

　
(2)財政状態の分析

(資産)

流動資産は、現金及び預金が６億46百万円、商品が２億37百万円増加したことなどにより、前期末に比べ

11億８百万円増加し、45億73百万円となりました。

有形固定資産は、前期末に比べ１億81百万円減少し、144億93百万円、無形固定資産は前期末に比べ６百万

円減少し、４億76百万円となりました。その主な内訳は国分寺店改装による新規取得による増加と減価償却

による減少であります。

投資その他の資産は、繰延税金資産が５千万円、差入保証金が21百万円減少したことなどにより、前期末

に比べ98百万円減少の23億２百万円となりました。

(負債)

負債は、前期末に比べ７億８千万円増加し、192億８百万円となりました。その主な内訳は、買掛金が４億

93百万円減少した一方、長短期を合わせた借入金が10億９千万円増加したことなどによるものであります。

　

(純資産)　

純資産は、前期末に比べ41百万円増加し、26億37百万円となりました。その主な内訳は、利益剰余金が45百

万円増加した一方、評価・換算差額等が４百万円減少したことによるものであります。　
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(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の増減については、営業

活動により２億96百万円減少いたしましたが、投資活動により75百万円、財務活動により６億75百万円の増

加となりました。この結果、当第３四半期連結会計期間末残高は前四半期連結会計期間に比べ４億55百万円

増加し、11億69百万円(前年同期比0.7％増)となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りでありま

す。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は２億96百万円(前年同期比１億52百万

円の減少)となりました。その主な内訳は、税金等調整前四半期純利益が27百万円、キャッシュ・アウトを伴

わない減価償却費が１億79百万円であった一方、仕入債務が４億12百万円減少したことなどによるもので

あります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)　

当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の増加は75百万円(前年同期比１億26百万円の

増加)となりました。その主な内訳は保険積立金の解約による収入１億６百万円などによるものでありま

す。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)　

当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の増加は６億75百万円(前年同期比１億64百万

円の増加)となりました。その主な内訳は、長短期を合わせた借入金が６億81百万円増加したことなどによ

るものであります。

　
(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。　

　
(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の

新設、除却等について、重要な変更はありません。

また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。　
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 21,750,000

計 21,750,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,749,990 8,749,990
大阪証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 8,749,990 8,749,990― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年11月30日 ─ 8,749,990 ─ 1,077,998 ─ 813,528

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年８月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

377,000
(相互保有株式)
普通株式

94,000

― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,276,000
8,276 ─

単元未満株式
普通株式

2,990
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 8,749,990― ―

総株主の議決権 ― 8,276 ―

(注)　１「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式970株が含まれております。

　　　２「完全議決権株式(その他)」の株式数欄及び議決権の数欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権

１個)が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社マルヨシセンター

香川県高松市南新町
　　　　　　４番地の６

377,000 ─ 377,000 4.31

(相互保有株式)
株式会社レックス

香川県綾歌郡綾川町
　　　　　　東分乙60-7

94,000 ─ 94,000 1.07

計 ― 471,000 ─ 471,000 5.38

　
２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 342 340 325 347 325 324 323 323 340

最低(円) 323 325 300 315 315 316 317 308 308

(注)  株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

　
３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年９月１

日から平成21年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,792,810 1,146,120

売掛金 75,443 62,493

商品 2,174,716 1,937,088

繰延税金資産 127,060 82,893

その他 403,869 236,605

流動資産合計 4,573,900 3,465,200

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 16,349,812 16,407,385

減価償却累計額 △9,925,461 △9,773,057

建物及び構築物（純額） 6,424,351 6,634,328

機械装置及び運搬具 1,689,866 1,669,099

減価償却累計額 △1,428,324 △1,406,369

機械装置及び運搬具（純額） 261,541 262,730

工具、器具及び備品 2,522,360 2,511,789

減価償却累計額 △2,096,010 △2,064,756

工具、器具及び備品（純額） 426,349 447,033

土地 7,290,029 7,290,029

リース資産 106,293 23,046

減価償却累計額 △15,531 △2,203

リース資産（純額） 90,761 20,842

建設仮勘定 － 19,391

有形固定資産合計 14,493,034 14,674,354

無形固定資産 476,620 483,519

投資その他の資産

投資有価証券 636,639 587,764

繰延税金資産 514,623 565,124

差入保証金 982,445 1,004,351

その他 169,047 244,289

投資その他の資産合計 2,302,757 2,401,529

固定資産合計 17,272,411 17,559,404

資産合計 21,846,311 21,024,604
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 2,796,807 3,290,362

短期借入金 4,765,000 3,683,500

1年内返済予定の長期借入金 2,877,718 3,104,373

未払法人税等 69,784 38,736

賞与引当金 223,940 124,883

ポイント引当金 37,539 37,550

その他 886,017 969,336

流動負債合計 11,656,806 11,248,741

固定負債

長期借入金 6,460,916 6,225,516

退職給付引当金 808,711 738,113

役員退職慰労引当金 152,375 146,100

その他 130,018 69,651

固定負債合計 7,552,021 7,179,380

負債合計 19,208,827 18,428,122

純資産の部

株主資本

資本金 1,077,998 1,077,998

資本剰余金 813,528 813,528

利益剰余金 956,207 910,319

自己株式 △150,411 △149,708

株主資本合計 2,697,322 2,652,137

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △58,794 △55,655

繰延ヘッジ損益 △1,044 －

評価・換算差額等合計 △59,838 △55,655

純資産合計 2,637,484 2,596,482

負債純資産合計 21,846,311 21,024,604
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 32,214,982 30,426,655

売上原価 24,256,834 22,954,484

売上総利益 7,958,148 7,472,171

営業収入 412,879 403,236

営業総利益 8,371,027 7,875,407

販売費及び一般管理費

販売促進費 630,654 632,536

消耗品費 211,089 230,706

運賃 249,100 245,094

賃借料 165,262 135,271

地代家賃 707,221 692,915

修繕維持費 324,733 299,603

給料手当及び賞与 3,161,685 3,075,410

福利厚生費 392,346 398,207

賞与引当金繰入額 212,947 198,015

退職給付費用 95,857 83,741

役員退職慰労引当金繰入額 7,247 7,075

水道光熱費 708,235 679,322

減価償却費 498,544 430,106

その他 471,159 443,823

販売費及び一般管理費合計 7,836,087 7,551,829

営業利益 534,940 323,578

営業外収益

受取利息及び配当金 6,492 5,428

持分法による投資利益 16,394 19,631

保険解約返戻金 － 28,946

補助金収入 － 27,700

その他 20,862 37,217

営業外収益合計 43,749 118,925

営業外費用

支払利息 273,012 263,802

その他 10,227 16,513

営業外費用合計 283,240 280,315

経常利益 295,449 162,187

特別損失

固定資産除却損 11,029 19,174

その他 123 －

特別損失合計 11,152 19,174

税金等調整前四半期純利益 284,297 143,013

法人税、住民税及び事業税 22,297 62,846

法人税等調整額 106,804 9,162

法人税等合計 129,102 72,008

四半期純利益 155,194 71,004
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年９月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

売上高 10,287,979 10,020,175

売上原価 7,713,158 7,565,878

売上総利益 2,574,820 2,454,297

営業収入 137,283 133,699

営業総利益 2,712,104 2,587,996

販売費及び一般管理費

販売促進費 210,630 209,181

消耗品費 69,916 62,436

運賃 78,530 79,284

賃借料 53,692 42,124

地代家賃 231,356 230,359

修繕維持費 101,981 99,075

給料手当及び賞与 1,001,853 994,800

福利厚生費 127,717 135,575

賞与引当金繰入額 98,361 95,454

退職給付費用 29,537 27,730

役員退職慰労引当金繰入額 2,395 2,325

水道光熱費 225,464 228,406

減価償却費 166,917 143,449

その他 157,747 143,930

販売費及び一般管理費合計 2,556,101 2,494,134

営業利益 156,002 93,862

営業外収益

受取利息及び配当金 1,670 1,459

持分法による投資利益 3,958 4,238

受取保険金 4,394 －

保険解約返戻金 － 22,728

その他 3,789 4,187

営業外収益合計 13,812 32,614

営業外費用

支払利息 89,299 86,486

その他 3,424 10,262

営業外費用合計 92,724 96,749

経常利益 77,091 29,727

特別損失

固定資産除却損 3,648 1,740

特別損失合計 3,648 1,740

税金等調整前四半期純利益 73,442 27,987

法人税、住民税及び事業税 7,437 39,309

法人税等調整額 29,422 △22,250

法人税等合計 36,859 17,058

四半期純利益 36,583 10,928
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 284,297 143,013

減価償却費 538,132 535,899

有形固定資産除却損 3,744 10,538

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,205 1,395

ポイント引当金の増減額（△は減少） 1,373 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 39,391 70,597

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,467 6,275

受取利息及び受取配当金 △6,492 △5,428

支払利息 273,012 263,802

売上債権の増減額（△は増加） △10,993 △12,950

たな卸資産の増減額（△は増加） △112,719 △239,262

仕入債務の増減額（△は減少） △676,025 △493,554

未払金の増減額（△は減少） △174,934 △96,758

前受金の増減額（△は減少） 5,509 46,551

未払消費税等の増減額（△は減少） △67,384 △62,844

その他 110,994 △89,836

小計 215,578 77,435

利息及び配当金の受取額 7,199 5,401

利息の支払額 △301,968 △291,579

法人税等の支払額 △16,443 △24,760

営業活動によるキャッシュ・フロー △95,634 △233,502

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △613,728 △623,000

定期預金の払戻による収入 523,000 170,000

有形固定資産の取得による支出 △121,063 △254,918

無形固定資産の取得による支出 △1,404 △7,588

差入保証金の差入による支出 △8,609 △3,014

差入保証金の回収による収入 29,632 24,920

投資有価証券の取得による支出 △6,299 △39,432

投資有価証券の売却及び償還による収入 413 4,320

保険積立金の解約による収入 － 106,987

その他 △17,239 △2,518

投資活動によるキャッシュ・フロー △215,298 △624,244

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,025,000 1,081,500

長期借入れによる収入 1,950,000 4,286,700

長期借入金の返済による支出 △2,485,355 △4,277,955

リース債務の返済による支出 △1,254 △13,822

配当金の支払額 △25,459 △24,985

財務活動によるキャッシュ・フロー 462,931 1,051,436

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 151,998 193,689

現金及び現金同等物の期首残高 1,009,460 976,120

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,161,459 1,169,810
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

連結の範囲に関

する事項の変更

(1)連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間において連結子会社でありました㈱セラは、平成22年６月24日

において清算結了したことにより、第２四半期連結会計期間より連結の範囲から除外して

おりますが、清算結了までの財務諸表は連結しております。

(2)変更後の連結子会社の数

１社

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「ポイント引当金の増減額」(当第３四半期連結

累計期間△11千円)は、金額が僅少であるため、第２四半期連結累計期間より、営業活動によるキャッシュ・フロー

の「その他」に含めて表示しております。

　
当第３四半期連結会計期間

(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結会計期間において区分掲記しておりました「受取保険金」(当第３四半期連結会計期間495千

円)は、営業外収益の100分の20以下となったため、当第３四半期連結会計期間より営業外収益の「その他」に含め

て表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

(棚卸資産の評価方法)

当第３四半期連結会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実施棚卸を省略し第２四半期連結会計期間に

係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

１　保証債務等

関連会社の金融機関からの借入金に対して次の通り

保証を行っております。

㈱レックス 354,240千円

また、西淡まちつくり㈱の中小企業高度化資金借入

に係る当社取締役の兵庫県への連帯保証について次の

とおり再保証をしております。

当社代表取締役　佐竹文彰 331,160千円

１　保証債務等

関連会社の金融機関からの借入金に対して次の通り

保証を行っております。

㈱レックス 446,310千円

また、西淡まちつくり㈱の中小企業高度化資金借入

に係る当社取締役の兵庫県への連帯保証について次の

とおり再保証をしております。

当社代表取締役　佐竹文彰 357,160千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成21年11月30日現在)

現金及び預金 1,785,187千円

預入期間が３か月超の定期預金 △623,728千円

現金及び現金同等物 1,161,459千円

※  現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係

(平成22年11月30日現在)

現金及び預金 1,792,810千円

預入期間が３か月超の定期預金 △623,000千円

現金及び現金同等物 1,169,810千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日 

至  平成22年11月30日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 8,749,990

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 411,642

　

３  新株予約権の四半期連結会計期間末残高

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月28日
定時株主総会

普通株式 25,116 3 平成22年２月28日 平成22年５月31日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成21年

３月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22

年11月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「小売事業」の割合が、いずれも90％を超え

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。
　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成21年

３月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22

年11月30日)

在外子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。
　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年９月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結会計

期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)並びに前第３四半期連結累計期間(自  平成21年

３月１日  至  平成21年11月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22

年11月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。
　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年11月30日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

１株当たり純資産額 316.31円１株当たり純資産額 311.30円

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間
　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 18.51円１株当たり四半期純利益金額 8.51円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

四半期純利益(千円) 155,194 71,004

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 155,194 71,004

普通株式の期中平均株式数(株) 8,385,436 8,339,131
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額 4.37円１株当たり四半期純利益金額 1.31円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年９月１日
至  平成21年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

四半期純利益(千円) 36,583 10,928

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式に係る四半期純利益(千円) 36,583 10,928

普通株式の期中平均株式数(株) 8,375,687 8,338,348

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成22年１月８日

　

株式会社　マルヨシセンター

取 締 役 会 御 中

　

有限責任監査法人 トーマツ　
　

指定有限責任社員 　
公認会計士    髙    田    　    武    印

業 務 執 行 社 員 　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士    髙    倉    　    康    印

業 務 執 行 社 員 　

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マルヨシセンターの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成21年９月１日から平成21年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平

成21年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルヨシセンター及び連結子会社の

平成21年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成23年１月11日

　

株式会社　マルヨシセンター

取 締 役 会 御 中

　

有限責任監査法人 トーマツ　
　

指定有限責任社員 　
公認会計士    髙    田    　    武    印

業 務 執 行 社 員 　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士    久    保    誉    一    印

業 務 執 行 社 員 　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マルヨシセンターの平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計

期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平

成22年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マルヨシセンター及び連結子会社の

平成22年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計

期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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